
　

聞
い
て
み
た
い
な
、
こ
ん
な
こ
と

　本定例会での一般質問は、９月４日から

９月５日までの２日間行われ、１２人の議員

が、２１項目について質問しました。その質

問と答弁の要旨をお知らせします。

市民健診は無料であったが市民健診は無料であったが
健診料徴収は検討したい健診料徴収は検討したい

問　

医
療
制
度
改
革
に
伴
う
健

診
・
保
健
事
業
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
か
ら
老
人
保
健

２０

法
が
改
正
さ
れ
、
高
齢
者
医
療

確
保
法
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に

伴
い
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
を

４０

７４

対
象
に
健
診
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
今
ま
で
の
市
民
健
診
が
廃

止
さ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
の
質

問
を
す
る
。

�　

健
診
を
義
務
づ
け
ら
れ
て

も
健
康
に
自
信
が
あ
り
、
受
診

し
な
い
人
が
出
る
と
思
う
が
そ

の
対
応
は
。

�　

今
年
度
ま
で
は
市
民
健
診

は
無
料
で
あ
っ
た
が
、
高
齢
者

医
療
確
保
法
の
健
診
料
は
ど
う

な
の
か
。

�　

健
診
内
容
は
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
症
候
群
を
対
象
と
聞
い
て

い
る
が
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

ま
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

に
影
響
の
な
い
、
が
ん
や
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
等
の
検
診
は
ど
う
な

る
か
。
ま
た
、
市
内
の
医
療
機

関
で
健
診
可
能
か
。

市
民
部
長

�　

国
の
指
針
に
よ
り
、
５
年

後
に
は
、
受
診
率
を　

％
に
引

６５

き
上
げ
る
よ
う
目
標
値
が
示
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
広
報
誌
な

ど
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

�　

健
診
料
を
徴
収
す
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
市
民
健
診
で
は

自
己
負
担
金
を
徴
収
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

�　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と

予
備
軍
を
抽
出
し
、
早
期
介
入
・

行
動
変
容
を
目
的
に
実
施
す
る
。

健
診
結
果
に
基
づ
き
、
保
健
指

導
に
重
点
を
置
い
た
制
度
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
が
ん
や
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
な
ど
は
、
健

康
増
進
法
に
基
づ
く
事
業
と
な

る
が
、
今
後
、
具
体
的
に
検
討

し
て
い
く
。
ま
た
、
市
内
医
療

機
関
の
協
力
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
あ
き
る
野
市
医
師
会
と
十

分
協
議
し
て
い
く
。

一
般
質
問
と
は
？

　

議
員
が
市
の
仕
事
全
般
に

つ
い
て
、
市
長
な
ど
に
報
告

や
説
明
を
求
め
た
り
、
将
来

の
方
針
等
に
つ
い
て
質
問
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
、
各
定
例
会

の
本
議
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

市民健康診断　

合川 哲夫合川　哲夫
議員議員



教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
設
置
の
意
義
・
目
的
は

教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
設
置
の
意
義
・
目
的
は

実
践
的
指
導
力
の
育
成
を
図
る

実
践
的
指
導
力
の
育
成
を
図
る

公的保証人制度の導入を公的保証人制度の導入を
創設に向けて取り組む創設に向けて取り組む

の
条
例
制
定
を
求
め
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
答
弁
で
は
、
こ
の

制
度
を
導
入
し
て
い
る
先
進
自

治
体
の
状
況
・
課
題
等
を
十
分

研
究
し
て
い
く
、
と
あ
っ
た
。

「
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
住
み

続
け
た
い
ま
ち
・
あ
き
る
野
」

「
市
民
に
思
い
や
り
の
あ
る
ま

ち
・
あ
き
る
野
」
を
築
く
た
め
、

早
急
に
こ
の
制
度
の
導
入
を
求

め
る
。

福
祉
部
長

　

東
京
都
内
で
は
６
自
治
体
が

要
綱
を
制
定
し
、
実
施
を
し
て

い
る
。
い
ず
れ
の
自
治
体
も
、

平
成
３
年
か
ら　

年
に
か
け
て

１１

制
定
し
て
い
る
。
今
ま
で
の
利

用
状
況
を
見
る
と
、利
用
者
が

少
な
く
、
特
に
３
自
治
体
に
つ

い
て
は
、
制
度
開
始
以
来
、
利

用
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
の

情
報
を
得
て
い
る
。
利
用
者
が

少
な
い
理
由
と
し
て
は
、
東
京

都
の
安
心
入
居
制
度
や
高
齢
者

円
滑
賃
貸
住
宅
登
録
制
度
な

ど
、
他
の
制
度
の
利
用
が
増
え

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、
他
の
制
度
で
は
契
約
で
き

な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

公
的
保
証
人
制
度
の
創
設
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

昨
今
、
教
育
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

　

昨
年
、
約　

年
ぶ
り
に
教
育

６０

基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
本
年
６

月
に
は
、
教
育
関
連
三
法
も
改

正
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
教
育

職
員
免
許
法
の
改
正
で
、
教
育

免
許
更
新
制
が
導
入
さ
れ
た
事

は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、

五
日
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内

に
、
（
仮
称
）
あ
き
る
野
市
教

職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

�　

教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
設

置
の
意
義
・
目
的
は
。

�　

各
種
教
員
研
修
が
行
わ
れ

て
い
る
な
か
、
拠
点
を
設
け
る

こ
と
の
意
味
は
。

指
導
担
当
参
事

�　

あ
き
る
野
市
教
職
員
研
修

セ
ン
タ
ー
の
意
義
・
目
的
は
、

経
験
の
浅
い
教
員
の
授
業
力
向

上
の
た
め
に
計
画
的
な
研
修
を

進
め
る
必
要
か
ら
、
長
期
的
な

見
通
し
に
立
っ
た
人
材
育
成
、

教
員
と
し
て
の
使
命
感
の
高

揚
、
幅
広
い
知
見
の
習
得
、
そ

し
て
実
践
的
指
導
力
の
育
成
を

図
る
た
め
に
、
市
内
に
設
置
す

る
も
の
で
あ
る
。

教
育
長

�　

プ
ロ
と
し
て
の
教
師
は
、

情
熱
プ
ラ
ス
技
を
持
っ
て
い
な

い
と
い
け
な
い
。
そ
し
て
、
技

を
磨
く
研
修
セ
ン
タ
ー
を
自
分

の
街
に
つ
く
る
こ
と
の
意
味
は

大
き
い
。
ま
た
、
研
修
セ
ン
タ

ー
で
学
ぶ
教
師
の
姿
を
市
民
の

方
に
見
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
「
安
心
し
て
住
み
続
け
た

い
ま
ち
・
あ
き
る
野
」
の
構
築

に
つ
い
て

　

身
寄
り
の
な
い
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
障
害
を
も
つ
方
か

ら
、
賃
貸
住
宅
の
契
約
・
更
新

時
に
連
帯
保
証
人
が
い
な
い
こ

と
で
、
契
約
の
拒
否
・
入
居
の

拒
否
を
さ
れ
た
。
と
の
市
民
相

談
が
、
度
々
あ
る
こ
と
か
ら
、過

去
に
も
「
公
的
保
証
人
制
度
」

五日市地域交流センター　

賃貸住宅　

下田 孝雄下田　孝雄
議員議員
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まちをきれいにする条例制定をまちをきれいにする条例制定を
条例化は環境委員会で検討する条例化は環境委員会で検討する

問　

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条

例
の
制
定
を

　

２
年
前
か
ら
一
般
質
問
、
議

会
環
境
建
設
委
員
会
等
で
条
例

案
を
示
し
提
唱
し
て
き
た
。
与

党
議
員
か
ら
も
犬
の
糞
や
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
問
題
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
き
た
。
私
の
質
問
に
市

長
は
、
環
境
審
議
会
な
ど
で
検

討
す
る
と
約
束
し
て
き
た
。
早

期
に
条
例
化
す
る
こ
と
求
め
、

改
め
て
市
長
の
姿
勢
を
伺
う
。

環
境
経
済
部
長

　

条
例
の
制
定
に
当
っ
て
は
、

市
民
・
事
業
者
・
市
の
三
者
の

協
働
組
織
で
あ
る
「
あ
き
る
野

市
環
境
委
員
会
」
に
お
い
て
、

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
観
点
か

ら
、
ポ
イ
捨
て
防
止
に
限
ら
ず

美
観
推
進
地
区
の
設
定
や
ペ
ッ

ト
の
糞
の
処
理
、
ま
ち
の
美
観

を
損
ね
る
落
書
き
対
策
等
も
含

め
て
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
条
例
制
定
の
時
期
に

つ
い
て
は
、
委
員
会
の
中
で
早

期
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
意
見
が
あ
れ
ば
、
そ
の
方
向

で
考
え
て
い
き
た
い
。

市
長

　

私
も
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
効
果
は
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

環
境
委
員
会
で
も
そ
の
方
向

で
意
見
を
述
べ
て
い
く
。

　

他
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実

と
題
し
て
、
学
童
保
育
の
改
善
、

ひ
ば
り
訓
練
所
、
コ
ス
モ
ス
作

業
所
及
び
虹
の
家
へ
の
支
援
体

制
に
つ
い
て
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

進
出
に
対
す
る
交
通
ア
ク
セ

ス
、
地
元
商
業
振
興
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

議
は
年
何
回
開
い
て
い
る
か
。

ま
た
、
体
制
は
。

�　

食
糧
や
毛
布
な
ど
当
面
の

生
活
物
資
の
備
蓄
は
、
常
に
準

備
さ
れ
て
い
る
か
。

�　

建
物
が
崩
壊
し
た
場
合
に

仮
設
住
宅
建
設
な
ど
、
市
内
建

設
業
者
と
の
災
害
時
の
協
力
体

制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

�　

災
害
時
の
水
の
確
保
に
つ

い
て
、
市
内
に
は
何
か
所
の
井

戸
が
あ
る
か
。
ま
た
、
井
戸
水

の
水
質
検
査
な
ど
、
市
は
常
に

把
握
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長

�　

開
催
回
数
は
、
昨
年
度
１

回
、
今
年
度
は
年
内
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
体
制

は
、
国
や
東
京
都
、
警
視
庁
、

東
京
消
防
庁
等
の
職
員
な
ど　
２８

人
で
構
成
し
て
い
る
。

�　

食
糧
は
、
人
口
の
約　

％
１０

の
３
日
分
を
備
蓄
し
て
い
る
。

他
に
、
毛
布
、
防
水
シ
ー
ト
、

飲
料
水
の
備
蓄
が
あ
る
。

�　

災
害
救
助
法
適
用
の
場
合

は
、
東
京
都
が
設
置
主
体
と
な

り
、
不
適
用
の
場
合
は
、
市
長

が
必
要
と
認
め
た
場
合
、
市
が

設
置
す
る
こ
と
か
ら
、
市
内
建

設
業
者
と
の
協
力
体
制
は
、
今

後
検
討
す
る
。

�　

平
成
７
年
度
に
災
害
時
に

使
用
す
る
井
戸
と
し
て
、
町
内

会
・
自
治
会
長
か
ら
市
内　

か
９１

所
の
推
薦
が
あ
り
、
水
質
調
査

を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
調
査

は
実
施
し
て
い
な
い
。

問　

当
市
の
防
災
行
政
の
全
般

に
つ
い
て

　

当
市
で
は
、
去
る
６
月　

日
２８

に
震
度
４
の
地
震
が
発
生
し

た
。
幸
い
に
も
大
事
に
な
ら
ず

に
す
ん
だ
が
、
そ
の
後
、
新
潟

中
越
沖
地
震
の
発
生
も
あ
り
、

当
市
の
防
災
体
制
や
備
え
は
万

全
か
伺
う
。

�　

庁
舎
内
の
お
け
る
防
災
会

生
活
物
資
な
ど
の
備
蓄
は

生
活
物
資
な
ど
の
備
蓄
は

食
糧
・
飲
料
水

食
糧
・
飲
料
水
・・
毛
布
毛
布
・・
防
水
シ
ー
ト
が
あ
る

防
水
シ
ー
ト
が
あ
る

散乱するゴミ　

備蓄倉庫　

戸沢 弘征戸沢　弘征
議員議員
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る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
窓
口
６
業
務
は
民
間
委
託

に
よ
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
維
持
向
上
や
経
費
の
削
減
に

つ
な
が
ら
な
い
た
め
、
今
の
と

こ
ろ
民
間
委
託
化
は
行
わ
な
い
。

　

他
に
、
秋
３
・
５
・
７
号
線

の
整
備
促
進
、
大
工
塾
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

問　

市
場
化
テ
ス
ト
の
目
的
は
、

競
争
環
境
を
つ
く
り
出
す
こ
と

で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
と
コ
ス
ト
削
減
を
め
ざ
し
、

そ
の
担
い
手
は
官
民
を
問
わ
ず
、

最
も
適
し
た
者
に
任
せ
る
と
い

う
こ
と
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
以

下
に
つ
い
て
伺
う
。

�　

基
本
理
念
は
。

�　

基
本
方
針
は
。

�　

窓
口
６
業
務
の
今
後
の
考

え
方
は
。

企
画
財
政
部
長

�　

事
務
事
業
全
般
に
つ
い
て
、

不
断
の
見
直
し
を
行
い
、
実
施

に
当
っ
て
は
、
透
明
・
公
正
な

競
争
下
で
、
民
間
事
業
者
の
創

意
と
工
夫
を
適
切
に
反
映
し
、

良
質
か
つ 
低
廉 
な
サ
ー
ビ
ス
の

て
い
れ
ん

実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

�　

国
は
、
官
民
競
争
入
札
を

実
施
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
定

め
、
実
施
し
て
行
く
。
ま
た
、

地
方
自
治
体
は
入
札
を
実
施
す

る
場
合
に
実
施
方
針
を
作
成
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

�　

法
律
で
は
、
官
民
競
争
入

札
や
民
間
競
争
入
札
を
行
な
い
、

業
務
委
託
を
行
う
こ
と
が
で
き

窓
口
６
業
務
の
今
後
は

窓
口
６
業
務
の
今
後
は

今
の
と
こ
ろ
民
間
委
託
化
は
な
い

今
の
と
こ
ろ
民
間
委
託
化
は
な
い

清

水

晃

清 

水　

晃
議
員
議
員

庁舎１階窓口　

市民や利用客へのサービスは市民や利用客へのサービスは
特典サービスを整備する必要がある特典サービスを整備する必要がある

問　

新
四
季
創
造
�
を
指
定
管

理
者
と
す
る
秋
川
渓
谷
瀬
音
の

湯
、
ふ
る
さ
と
工
房
五
日
市
が

オ
ー
プ
ン
し
て
約
５
ヶ
月
が

た
っ
た
。
当
事
業
は
、
観
光
振

興
策
を
踏
ま
え
た
地
域
活
性
化

を
目
的
と
し
、
収
益
性
の
追
求

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

�　

両
施
設
の
利
用
状
況
は
。

�　

市
民
サ
ー
ビ
ス
及
び
利
用

客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
考
え
は
。

�　

地
域
活
性
化
の
重
要
な
事

業
で
あ
る
農
畜
産
物
等
直
売
所

の
端
境
期
対
策
な
ど
、
今
後
の

営
農
指
導
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

環
境
経
済
部
長

�　

温
泉
利
用
客
数
は
、
８
月

末
ま
で
に
延
べ　

万
７
１
１
６

１０

人
に
上
り
、
年
間
目
標　

万
人

１９

に
対
し
、　

％
以
上
を
達
成
し

５６

た
。
コ
テ
ー
ジ
の
稼
働
率
は　
９４

％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
工
房
五
日
市
は
、
８
月

末
で
陶
芸
工
房
２
０
８
５
人
、

和
紙
工
房
１
８
９
３
人
の
利
用

客
が
あ
っ
た
。

�　

運
営
会
社
で
あ
る
新
四
季

創
造
�
で
は
、
特
典
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

�　

平
成　

年
度
は
、
営
農
環

１９

境
を
整
え
る
た
め
、
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
建
設
の
補
助
事
業
を
導
入

し
た
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の

勉
強
会
な
ど
を
実
施
し
た
。
今

後
も
、
秋
川
農
業
協
同
組
合
及

び
東
京
都
と
連
携
を
図
り
、
営

農
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

　

他
に
、
武
蔵
五
日
市
駅
〜
瀬

音
の
湯
を
巡
回
し
て
い
る
バ
ス

の
利
便
性
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

田中 千代子田中 千代子
議員議員

秋川渓谷瀬音の湯　



れ
る
よ
う
求
め
以
下
質
問
す
る
。

�　

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
保
険
料
の
設

定
な
ど
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

�　

自
治
体
は
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
行
う
の
か
。

�　

保
険
料
の
滞
納
者
に
対
す

る
資
格
証
明
書
の
発
行
は
、
す

べ
き
で
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

�　

国
民
年
金
だ
け
で
生
計
を

立
て
て
い
る
人
な
ど
、
収
入
が

少
な
い
人
へ
の
保
険
料
の
減
免

を
行
う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
民
部
長

�　

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
医

療
給
付
の　

％
と
保
険
事
業
分
、

１０

そ
の
他
の
給
付
費
分
を
賄
う
費

用
に
当
て
ら
れ
る
。
ま
た
、
保

険
料
の
賦
課
徴
収
方
法
は
、
均

等
割
と
所
得
割
そ
れ
ぞ
れ　

％
５０

と
し
、
限
度
額
を　

万
円
と
す

５０

る
こ
と
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。

�　

市
は
保
険
料
の
徴
収
に
加

え
、
被
保
険
者
資
格
、
医
療
給

付
費
の
申
請
受
付
や
被
保
険
者

証
の
引
渡
し
な
ど
の
窓
口
業
務

等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

�　

納
め
ら
れ
な
い
理
由
を
聞

く
な
ど
、
親
切
丁
寧
に
誠
意
を

持
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

�　

一
定
額
以
下
の
所
得
の
方

は
、
所
得
に
応
じ
て
均
等
割
部

分
を
７
割
、
５
割
、
２
割
の
軽

減
を
図
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

問　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て

　

昨
年
６
月
に
可
決
・
成
立
し

た
国
の
医
療
制
度
改
革
関
連
法

案
に
よ
り
、
来
年
４
月
か
ら
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
高
齢

者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
減
免
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
減
免
は

所
得
に
応
じ
軽
減
を
図
る
予
定

所
得
に
応
じ
軽
減
を
図
る
予
定

山
根

ト
ミ
江

山
根 

ト
ミ
江

議
員
議
員

お年寄り　

在宅介護サービスの満足度は在宅介護サービスの満足度は
利用者の約７４％の方が満足と回答利用者の約７４％の方が満足と回答

問　

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現

状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

�　

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

希
望
者
と
そ
の
家
族
の
意
に
沿

っ
た
適
切
な
居
宅
介
護
支
援
計

画
の
作
成
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

�　

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
の
種
別
と
サ
ー
ビ
ス
提

供
量
は
、
利
用
希
望
者
に
と
っ

て
十
分
だ
と
認
識
し
て
い
る
か
。

�　

提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

満
足
度
に
つ
い
て
、
調
査
を
行

っ
て
い
る
か
。

�　

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
施

設
サ
ー
ビ
ス
の
各
利
用
者
数
は
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て

い
く
か
。

�　

あ
き
る
野
市
の
第
４
期
介

護
保
険
事
業
計
画
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
主
眼
と
し
て
策
定

し
て
い
く
か
。

福
祉
部
長

�　

利
用
者
の
要
望
が
反
映
さ

れ
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
専

門
的
な
見
地
か
ら
検
討
さ
れ
た

適
切
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
が

作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

�　

市
内
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
所
は
、
訪
問
介
護
、
通
所

介
護
な
ど
９
種
別
で
、　

事
業

５２

所
が
あ
り
、
適
正
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
量
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

�　

３
年
ご
と
に
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
直
近
の
調
査

で
は
、
利
用
者
の
約　

％
の
方

７４

が
満
足
し
て
い
る
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。

�　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
新
し
い
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
は
増
加
す
る
と
考
え

て
い
る
。

�　

保
険
給
付
の
適
正
化
、
介

護
予
防
の
推
進
、
在
宅
介
護
の

充
実
、
認
知
症
対
策
な
ど
が
計

画
策
定
の
柱
に
な
る
。

村木 英幸村木　英幸
議員議員

在宅介護　


